
覲遼寧省文物考古研究所との共同研究
奈良文
化財研究所と中国・遼寧省文物考古研究所

は
、1996年の友好共同研究の締結以来、20年以上に

わたって継続的に共同研究を進めてきました
。この問、

｢東
アジアにおける古代都城遺跡と保存に関する研

究｣
、｢3～6世紀日中古代遺跡出土遺物の比較研究｣、

｢朝陽地区隋唐墓の整理と研究｣
、｢遼西地域の東晋

十六国期都城文化の研究｣の４つの研究課題に取り組
み
、古代日中の文化交流に関する研究成果を国内外
に広く公表、発信してきました。

本年度からは
、｢三燕文化出土遺物の研究｣と題す

る新たな共同研究に着手しています
。その一環として、

６月24日より７月１日まで
、李竜彬副所長をはじめ４

名の方々を日本
へ招へいしました。今後4年間の共同

研究の進め方について協議するとともに
、日本の関連

資料や遺跡
、文化財の保存り舌用状況等を視察して

いただきました
。また、李副所長による所員向けの講

演会を開催しました
。多くの研究員が、｢遼陽市で新

たに発見された河東新城後漢壁画墓とその相関する
問題について｣と題する講演に耳を傾けました

。

河東新城後漢壁画墓は
、マンション建設に際して

不時発見された後漢末期の壁画墓で
、墓室入口部の

壁面に被葬者とみられる人物をめぐる饗宴の場面や
、

馬
、牛耕、牛車等を描いた壁画が遺存していました。

質疑応答では
、墓の構造や壁画の内容に対する解釈、

壁画の保存方法に議論がおよび
、高松塚古墳・キト

ラ古墳の調査と保存に携わる奈文研にとって
、たい

へん有意義な講演会となりました。

10月には
、奈文研の研究員が遼寧省を訪問し、日

本の古墳文化にも大きな影響を及ぼした
三燕文化の

出土遺物を調査する予定です
。今後も両研究所の学

術交流の発展にご期待ください
。
(都城発掘調査部　廣瀬覚)

講演会の様子一李竜彬副所長(右)
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